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(57)【要約】
　【課題】　紫外線殺菌機能付きの空気清浄装置におい
て、光源劣化に起因するメンテナンスの手間や費用を省
くために低圧水銀ランプを使用せず、しかも効率よく殺
菌を行うことができ、コンパクト化が可能な空気清浄装
置を提供する。
　【解決手段】　送風装置によって形成される通風流路
内に殺菌室を有する殺菌ユニットを配置し、当該殺菌室
内を流通する空気に深紫外線を照射して殺菌を行なう空
気清浄装置において、光源として深紫外線ＬＥＤなどの
素子を用いると共に、殺菌室の内壁面の少なくとも一部
を紫外線反射材で構成するか又は紫外線反射材で構成さ
れる反射板を殺菌室内に配置して、光源から出射された
深紫外線が殺菌室内に存在する空気を通過した後に該紫
外線反射材で構成された内壁面又は該反射板で反射され
て、該空気を更に１回以上通過するようにする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
空気吸入口用開口部と空気排出用開口部とを有する殺菌室を有する筐体と、２００～３５
０ｎｍの波長を有する深紫外線を出射する紫外線発光素子と、を含んでなる空気殺菌ユニ
ットであって、前記紫外線発光素子を前記殺菌室の内部に向かって深紫外線を出射するよ
うに前記筐体に設置し、前記殺菌室の内壁面表面の少なくとも一部を紫外線反射材で構成
するか又は表面の少なくとも一部が紫外線反射材で構成される反射板を前記殺菌室内に配
置し、該紫外線発光素子から出射された深紫外線が前記殺菌室内に存在する空気を通過し
た後に該紫外線反射材で構成された内壁面表面又は該反射板の表面で反射されて、該空気
を更に１回以上通過するようにした空気殺菌ユニットと、送風装置と、を含んでなること
を特徴とする空気清浄装置。
【請求項２】
前記紫外線反射材が、クロム、白金、ロジウム、アルミニウム、酸化マグネシウム、炭酸
カルシウム又は炭酸マグネシウムであることを特徴とする請求項１に記載の空気清浄装置
。
【請求項３】
前記空気殺菌ユニットが、前記空気殺菌ユニットの空気吸入口用開口部および空気排出用
開口部から深紫外線が漏洩するのを防止するための通気性紫外線遮光部材を更に含んでな
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の空気清浄装置。
【請求項４】
集塵フィルター、脱臭フィルター、又はこれらの組み合わせからなる複合フィルターを含
んでなるフィルターユニットを更に有し、前記空気殺菌ユニットの空気吸入口用開口部の
上流側に、該フィルターユニットを着脱可能に装着するようにしたことを特徴とする請求
項１乃至３のいずれかに記載の空気清浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規な空気清浄装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　２００～３５０ｎｍの波長を有する深紫外線は、細菌の原形質である核酸に作用して増
殖能力を奪うだけでなく、原形質を破壊して細菌を死滅させる作用を有することが知られ
ている。そして、このような深紫外線を照射することにより、殺菌を行なう紫外線殺菌装
置が実用化されている。紫外線殺菌装置に用いられる光源としては、低圧（約０．１Ｐａ
）の水銀蒸気の放電によって発生する２５３．７ｎｍの波長の光（水銀の共鳴線）を放射
する低圧水銀ランプ（所謂、殺菌ランプ）が一般的であり、該殺菌ランプは、様々な分野
で広く使用されている。
【０００３】
　空気清浄装置においても殺菌ランプを使用することにより殺菌機能を持たせたものが知
られている。例えば、部屋などの居住空間内の空気を清浄するための据置型又は壁掛型空
気清浄装置として、吸込口と吹出口とを備えた本体内に遠心ファンと該遠心ファンを軸止
したファンモーターとからなる送風装置を配置して該本体内に空気通路を形成すると共に
該空気通路の上流側からフィルター及び紫外線殺菌装置を順次配置したものが知られてい
る（特許文献１及び特許文献２参照）。上記紫外線殺菌装置は、金属製の箱体からなるユ
ニットケースの中心部に殺菌ランプを配設すると共に該ユニットケースの前面及び後面に
開口部を設け、空気が該ユニットケース内を通過するようにして、通過する該空気に紫外
線を照射して殺菌を行なうものである。このような従来の空気清浄装置で使用されている
紫外線殺菌装置においては、紫外線の漏洩による樹脂材の劣化や人体への悪影響を防ぐた
めに次のような措置が講じられている。即ち、第一に、ユニットケースの内面による紫外
線の反射を防止するために、該内面にフッ素樹脂系塗料を塗装したり、内面自体を電気亜
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鉛メッキ鋼板（ＳＥＣＣ鋼板）で構成したりすることが行なわれている（特許文献１及び
特許文献２）。第二に、前記開口部からの紫外線の漏洩を防止するために、ユニットケー
スの開口部に切起こし片を形成すること（特許文献１）或いは内壁面に紫外線吸収性塗料
を塗布したハニカム状の紫外線遮光部材を装着すること（特許文献２）が行なわれている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－６３５９２号公報
【特許文献２】特開２００５－６７７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、殺菌ランプは、寿命が短いため比較的頻繁に交換を行う必要があるばか
りでなく、破損して水銀が外部に放出されるという問題がある。
【０００６】
　このような問題は、殺菌ランプに替えて深紫外線発光ダイオード（以下、深紫外線ＬＥ
Ｄともいう。）を使用することにより解決できると考えられる。しかしながら、深紫外線
ＬＥＤには、放射される深紫外線の強度（光量子束密度或いは放射照度）が殺菌ランプか
ら放射される深紫外線の強度と比べて著しく低いという問題、および放射される光の指向
性が強いため、紫外線の照射領域が狭くなるという問題がある。このため、十分な殺菌を
行なうためには、非常に多数の深紫外線ＬＥＤを平面上に並べて配置して使用しなければ
ならない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、空気の紫外線透過率が他の物質の紫外線透過率と比べて特異的に高いことに
着目し、深紫外線ＬＥＤから出射された深紫外線を反射させ、光路を変えて被殺菌体であ
る空気の層を複数回通過するようにすれば、深紫外線を有効利用でき、使用する深紫外線
ＬＥＤの数を少なくすることができることに想到し、本発明を完成するに至った。
【０００８】
　即ち、本発明は、空気吸入口用開口部と空気排出用開口部とを有する殺菌室を有する筐
体と、２００～３５０ｎｍの波長を有する深紫外線を出射する紫外線発光素子と、を含ん
でなる空気殺菌ユニットであって、前記紫外線発光素子を前記殺菌室の内部に向かって深
紫外線を出射するように前記筐体に設置し、前記殺菌室の内壁面表面の少なくとも一部を
紫外線反射材で構成するか又は表面の少なくとも一部が紫外線反射材で構成される反射板
を前記殺菌室内に配置し、該紫外線発光素子から出射された深紫外線が前記殺菌室内に存
在する空気を通過した後に該紫外線反射材で構成された内壁面表面又は該反射板の表面で
反射されて、該空気を更に１回以上通過するようにした空気殺菌ユニットと、送風装置と
、を含んでなることを特徴とする空気清浄装置である。
【０００９】
　深紫外線をより有効に利用できると言う観点から、前記紫外線反射材は、クロム、ロジ
ウム、白金、アルミニウム、酸化マグネシウム、炭酸カルシウム又は炭酸マグネシウムで
あることが好ましい。
【００１０】
　上記本発明の空気清浄装置は、安全性の観点から、前記空気殺菌ユニットが、前記空気
殺菌ユニットの空気吸入口用開口部および空気排出用開口部から深紫外線が漏洩するのを
防止するための通気性紫外線遮光部材を更に含んでいることが好ましい。
【００１１】
　本発明の空気清浄装置においては、より高度な清浄化を行なうために、集塵フィルター
、脱臭フィルター、又はこれらの組み合わせからなる複合フィルターを含んでなるフィル
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ターユニットを更に有し、前記空気殺菌ユニットの空気吸入口用開口部の上流側に、該フ
ィルターユニットを着脱可能に装着するようにされていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の空気清浄装置は、従来の空気清浄装置と異なり紫外線光源として深紫外線ＬＥ
Ｄ等の紫外線発光素子を使用し、殺菌ランプを使用していないのでメンテナンスの手間や
費用を省くことができるばかりでなく、破損して水銀が外部に放出されることがない。ま
た、本発明の空気清浄装置によれば、効率的に空気の殺菌を行なうことができ、非常に多
数の紫外線発光素子を並べて使用する必要がないので、装置のコンパクト化を図ることが
可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本図は、本発明の空気清浄装置で使用する代表的な空気殺菌ユニットの模式図（
斜視図）である。
【図２】本図は、図１に示した空気殺菌ユニットの縦断面図である。
【図３】本図は、図１に示した空気殺菌ユニットを用いた本発明の空気清浄装置における
各装置・部材の配置を説明するための模式図である。
【図４】本図は、本発明の空気清浄装置で使用する別の空気殺菌ユニットの模式図（縦断
面図）である。
【図５】本図は、本発明の空気清浄装置で使用する更に別の空気殺菌ユニットの模式図（
正面側から見た縦断面図および側面側から見た縦断面図）である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の空気清浄装置は、空気吸入口用開口部と空気排出用開口部とを有する殺菌室を
有する筐体と、２００～３５０ｎｍの波長を有する深紫外線を出射する紫外線発光素子と
、を含んでなる空気殺菌ユニットであって、前記紫外線発光素子を前記殺菌室の内部に向
かって深紫外線を出射するように前記筐体内に設置し、前記殺菌室の内壁面表面の少なく
とも一部を紫外線反射材で構成するか又は表面の少なくとも一部が紫外線反射材で構成さ
れる反射板を前記殺菌室内に配置し、該紫外線発光素子から出射された深紫外線が前記殺
菌室内に存在する空気を通過した後に該紫外線反射材で構成された内壁面表面又は該反射
板の表面で反射されて、該空気を更に１回以上通過するようにした空気殺菌ユニットと、
送風装置と、を含んでなることを特徴とする。
【００１５】
　上記本発明の空気清浄装置は、従来の殺菌機能付き空気清浄装置と同様に、送風装置に
よって形成される通風流路内に殺菌装置を配置し、当該殺菌装置内を流通する空気を殺菌
するものである。そして、殺菌装置としてこれまでに知られていない特殊な構成を有する
装置を用いる点を除けば、その他の付属装置（具体的には、送風装置や更に清浄機能を高
めるために任意に付加される集塵フィルターや脱臭フィルター等）やそれらの配置などは
従来の空気清浄装置に於けるものと特に変わりはない。即ち、本発明の空気清浄装置では
、殺菌装置として、開口部を有するユニットケース内部に殺菌ランプを配置した従来の殺
菌装置ではなく、深紫外線発光素子を用いた前記空気殺菌ユニットを使用する必要があり
、この点が本発明の空気清浄装置の最大の特徴となっている。そこで、先ず、図面を用い
て上記空気殺菌ユニットについて詳しく説明する。
【００１６】
　図１に、本発明の空気清浄装置で使用する代表的な空気殺菌ユニット１００の模式図（
斜視図）を示した。該空気殺菌ユニット１００は、金属などで構成される箱体からなる筐
体１２０を有し、該筐体１２０の前面１２１および後面１２２には夫々空気吸入口用開口
部１０１および空気排出用開口部１０２が形成されている。これら開口部には、空気の流
通を阻害せず且つ紫外線が漏洩するのを防止するための通気性紫外線遮光部材（図示せず
）が設置されていることが好ましい。
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【００１７】
　通気性紫外線遮光部材としては、紫外線発光素子１３０から出射された深紫外線が直接
または殺菌室の内面で反射してこれら開口部方向に向かったときに、該開口部から殺菌室
外に漏洩するのを防止する機能を有する部材であれば特に限定されず、たとえば前記特許
文献１（特開平１１－６３５９２号公報）の図１７に示されるような切り起こし辺、開口
部内部に取り付けられる遮蔽板、前記特許文献２（特開２００５－６７７１号公報）の図
５に示されるようなハニカム状の紫外線遮光部材などが使用できる。
【００１８】
　筐体１２０の内部左側の側面１２３ａの下方には、２００～３５０ｎｍの波長を有する
深紫外線を出射する紫外線発光素子１３０を複数配列搭載した基板１３１が、該紫外線発
光素子が搭載された面（表面）を筐体の上面方向を向くように斜めに立て掛けるように着
脱可能に固定されている。このようにして、筐体１２０の内部空間は該基板１３１によっ
て２つの部屋に仕切られることになる。このうち基板１３１の表面に面した部屋が殺菌室
１１０であり、該殺菌室１１０内で前記空気吸入口用開口部１０１から入った空気に深紫
外線を照射して殺菌を行い、殺菌された空気が前記空気排出用開口部１０２から排出され
ることになる。なお、基板１３１の裏面に面した部屋は、紫外線発光素子１３０を発光さ
せるに必要な外部電源（図示せず）から電力を供給するための配線や安全装置等（図示せ
ず）を収納するための空間、あるいは冷却用の空気を流通させる流路として利用すること
ができる。
【００１９】
　紫外線発光素子１３０としては、２００～３５０ｎｍの波長を有する深紫外線を出射す
る紫外線発光ダイオード（深紫外線ＬＥＤ）が好適に使用できる。紫外線発光素子はパッ
ケージ化若しくはモジュール化されていることが好ましく、平行光のような指向性の強い
光を出射するような構造、たとえばコリメートレンズを有するパッケージ内に収納されて
いることが好ましい。出射光の指向性が強い場合には深紫外線は光軸１３２方向に直進す
るので、前記基板表面の向きにより光の進行方向を制御することができる。このため、図
１に示すように基板１３１を開口部のある筐体の前面１２１および後面１２２に対して垂
直に配置することにより、出射光をこれら面に対して平行に進め、開口部からの深紫外線
の漏洩を防止することができる。なお、出射光（深紫外線）の指向性が強い場合には照射
領域は狭くなってしまうが、空気殺菌ユニット１００では、図１及び図２に示すように、
深紫外線は、筐体１２０の上面１２５、底面１２４、側面１２３ａおよび１２３ｂの裏面
（殺菌室内壁面）で反射を繰返して空気層（被殺菌体の層）を複数回通過するので、使用
する紫外線発光素子の数が少なくても効率よく殺菌を行うことができる。
【００２０】
　本発明で使用する空気殺菌ユニットにおいては、紫外線発光素子１３０から出射された
深紫外線の反射効率を高めるために前記殺菌室の内壁面表面の少なくとも一部を紫外線反
射材で構成するか又は表面の少なくとも一部が紫外線反射材で構成される反射板を前記殺
菌室内に配置する。図１及び図２には、殺菌室の内面表面が全て紫外線反射材からなる内
面１４０となっている空気殺菌ユニット１００を示したが、深紫外線が当たらない部分の
表面は必ずしも紫外線反射材で構成する必要はない。ここで、紫外線反射材とは、深紫外
線、特に波長２５０～２７０ｎｍ、特に２６５ｎｍの紫外線に対する反射率が４０％以上
、好ましくは６０％以上、最も好ましくは７０％以上の材料を意味する。本発明で好適に
使用できる紫外線反射材を例示すれば、クロム（紫外線反射率：約５０％）、白金（紫外
線反射率：約５０％）、ロジウム（紫外線反射率：約６５％）、炭酸マグネシウム（紫外
線反射率：約７５％）、炭酸カルシウム（紫外線反射率：約７５％）、酸化マグネシウム
（紫外線反射率：約９０％）、アルミニウム（紫外線反射率：約９０％）などを挙げるこ
とができる。これらの中でも、メッキ法や蒸着法などの表面処理により高い反射率の表面
とすることができるという理由から、紫外線反射材としては、ロジウム、白金又はアルミ
ニウムを用いることが特に好ましい。
【００２１】
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　空気殺菌ユニット１００の殺菌室内部には深紫外線に感度を持つ受光素子等の深紫外線
センサーを配置し、外部から紫外線発光素子１３０の作動状態を確認できるようにしてお
くことが、メンテナンスの容易さ等の観点から好ましい。
【００２２】
　以上、図１及び２に示した空気殺菌ユニット１００について説明したが、紫外線の反射
は、殺菌室の内面を利用するだけでなく、殺菌室内に反射板を設置して行なうこともでき
る。反射板は、殺菌室内における空気の移動距離を長くするための変流板としてしての機
能も有し、反射板を設置することにより空気の紫外線照射をより確実に行なうことが可能
となるので、殺菌室内には反射板を設置することが好ましい。以下、図４を参照して、反
射板を用いた空気殺菌ユニットについて説明する。
【００２３】
　図４は、反射板を用いた別の空気殺菌ユニット１００´の断面図（筐体の側面方向から
見た図）である。該空気殺菌ユニット１００´では、紫外線発光素子１３０ａをマウント
した基板１３１ａを筐体の前面１２１に立て掛けるように底面１２４との間に設置すると
共に、紫外線発光素子１３０ｂをマウントした基板１３１ｂを筐体の後面１２２と上面１
２４との間に設置して殺菌室を形成している。そして、殺菌室１１０内には、反射板１４
２ａ及び１４２ｂがそれぞれ筐体１２０の上面及び底面に、一定の間隔をもって斜めに固
定され、殺菌室を３つの空間に分割している。すなわち、各反射板は長方形の板状たいで
あり、その長辺は殺菌室（前面の長辺）の幅と一致する長さであり、短辺は殺菌室の高さ
（前面の短辺）よりも短いため、２枚の反射板を図４に示すように配置すると、殺菌室は
、前面１２１と反射板１４２ａとの間の空間（空間１ともいう。）、２枚の反射板の間の
空間（空間２ともいう。）及び反射板１４２ｂと後面１２２との間の空間（空間３ともい
う。）に分割されることになる。そして、殺菌室内の空気の流れ１５３は、図４に示すよ
うに上方に設けられた空気吸入口用開口部１０１から空間１内を下方に向かって流れた後
に反転して空間２を上方に向かって流れ、再び反転して空間３内を下方に設けられた空気
排出用開口部１０２に向かって流れるようになる。
【００２４】
　反射板が設置され、空間が夫々連通した３つの空間に分割されたことにより深紫外線が
通過する空気の層の厚さは薄くなると共に空気室内に流入した空気はショートパスするこ
となく必ず空間１、２および３を流れることになる。そして、空気殺菌ユニット１００´
では殺菌室の内面も紫外線反射材で構成されているので、各空間を移動する空気に対して
は夫々複数回紫外線照射が行なわれることになる。すなわち、反射板を設置することによ
り、通過する空気の層が薄くなり、通過する距離が長くなって紫外線照射を受ける回数が
増えるので、より確実に殺菌を行なうことが可能となる。また、反射板の空気吸入口用開
口部１０１と対向する部分及び空気排出用開口部１０２に対向する部分の表面を紫外線吸
収材で構成することにより、これら開口へ向かう光の反射を防止することができ、これら
開口部からの紫外線漏洩防止をより確実に行なうことも可能となる。
【００２５】
　本発明の空気清浄装置は、前記空気殺菌ユニット以外にも最低限、送風装置を有する必
要があり、それ以外にも必要に応じて従来の空気清浄装置と同様に装置本体、フィルター
、電源装置、制御装置、制御パネル、温度調整のための熱交換装置など（以下、任意装置
又は部材ともいう）を有することができる。そして、前記したように、本発明の空気清浄
装置は、殺菌装置として空気殺菌ユニットを用いる以外は従来の空気清浄装置と特に変わ
る点はない。したがって、通風流路を形成するために必要な送風装置も、従来の空気清浄
装置で使用されている送風装置が特に限定なく使用できる。たとえば、前記特許文献１や
前記特許文献２に開示されているような、多数のブレードを周上に配設した円筒状の遠心
ファンと、該遠心ファンを軸支したファンモーターからなる送風装置を使用することがで
きる。
【００２６】
　また、本発明の空気清浄装置においては、従来の空気清浄装置で使用されているのと同
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じ若しくは類似した任意装置又は部材を適宜付加することができる。たとえば、従来の空
気清浄機と同様に集塵フィルター、脱臭フィルターなどの各種フィルター又は電気集塵機
などを付設し、清浄機能を強化することが好ましい。例えば前記特許文献２では、プレフ
ィルターと集塵フィルターと脱臭フィルターとを順次積層するように一体化したフィルタ
ーユニットを用いているが、本発明の空気清浄装置でも同様のフィルターユニットを使用
することができる。更に、本発明の空気清浄装置において、殺菌装置となる空気殺菌ユニ
ット１００、送風装置２００、および必要に応じて用いられるフィルターユニット３００
等は、従来の空気清浄装置と同様に、装置本体、例えば前記特許文献２に開示されている
ような“前面に表示部を備えるとともに左右両側面に吸込口を形成した前面パネルと、上
面に複数の桟により吹出口を形成した後部パネルとで構成した本体”となる筐体内に適宜
設置されることが好ましい。図３に、本発明の空気殺菌ユニット１００、送風装置２００
およびフィルターユニット３００の配置関係を示した。
【００２７】
　以上、部屋などの空気を清浄するための据置型又は壁掛型空気清浄装置について説明し
たが、本発明の空気清浄装置の用途はこれに限定されない。たとえば図５に示すような構
成とすることにより、電動ファン付き呼吸用保護具における清浄化空気の送気ユニットと
して使用することもできる。図５には、装置のコンパクト化を図り携帯して使用できるよ
うにするために、送風装置を殺菌室内に設置した空気殺菌ユニット１００´´を示した。
該空気殺菌ユニット１００´´は平型であるが使用時には立てて使うことが多いため、図
５の右側が使用時における上方となる。図５の上に示す図は（使用時における前面から見
た）縦断面図（Ｚ－Ｚ´面で切断）であり、下に示す図が使用時における側面から見た縦
断面図（Ｙ－Ｙ´面で切断）である。前面１２１の外側の凹部に図示しないフィルターユ
ニットを着脱可能に装着し、紫外線発光素子１３０および送風装置２００´のファンモー
ター２１０は図示しないバッテリーを装着することに駆動可能な構造とすることにより携
帯可能とすることができる。
【符号の説明】
【００２８】
１００、１００´および１００´´：空気殺菌ユニット
１０１：空気吸入口用開口部
１０２：空気排出用開口部
１１０：殺菌室
１２０：筐体
１２１：筐体の前面
１２２：筐体の後面
１２３ａおよび１２３ｂ：筐体の側面
１２４：筐体の底面
１２５：筐体の上面
１３０、１３０ａおよび１３０ｂ：紫外線発光素子
１３１、１３１ａおよび１３１ｂ：基板
１３２：紫外線発光素子から出射された深紫外線光束の光軸（進行方向）
１４０、１４０ａおよび１４０ｂ：紫外線反射材からなる内面
１４１ａ及び１４１ｂ：表面の一部が紫外線反射材からなる反射板
１４２ａ及び１４２ｂ：紫外線吸材からなる表面
１５１：空気吸入口用開口部より吸入される空気の流れ
１５２：空気排出用開口部より排出される空気の流れ
１５３：殺菌室における空気の流れ
２００および２００´：送風装置
２１０：ファンモーター
２１１：回転軸
２２０：遠心ファン
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３００：フィルターユニット

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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